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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月30日(2008.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　イヌＩｇＥに特異的に結合するイヌおよびマウス免疫グロブリンを含
む抗体。
　　【請求項２】　抗体がモノクローナル抗体である、請求項１記載の抗体。
　　【請求項３】　マウスの長および短鎖可変領域に融合したイヌの不変長および短ドメ
イン含む、請求項１記載の抗体。
　　【請求項４】　抗体がイヌＩｇＥの長鎖不変領域のエキソン３に対してアフィニティ
ーを有する、請求項１記載の抗体。
　　【請求項５】　抗体がＣ１５Ａ．２である、請求項２記載の抗体。
　　【請求項６】　抗体がＩｇＥが別の受容体と結合することを妨げ、その別の受容体が
１またはそれ以上のＢ細胞、肥満細胞および好塩基球からなる群より選択される細胞上に
ある、請求項１記載の抗体。
　　【請求項７】　抗体がさらにＩｇＧ長鎖の少なくとも一部を含む、請求項１記載の抗
体。
　　【請求項８】　ＩｇＥと特異的に結合するイヌおよびマウス免疫グロブリンを含む抗
体をイヌに投与することを含む、イヌのアレルギーの治療方法。
　　【請求項９】　抗体がモノクローナル抗体である、請求項８記載の方法。
　　【請求項１０】　抗体がマウスの長および短鎖可変領域に融合したイヌの不変長およ
び短ドメイン含む、請求項９記載の方法。
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　　【請求項１１】　抗体がイヌＩｇＥのエキソン３に対してアフィニティーを有する、
請求項８記載の方法。
　　【請求項１２】　抗体がＣ１５Ａ．２である、請求項１１記載の方法。
　　【請求項１３】　抗体の投与が治療されるイヌにおいて血清ＩｇＥレベルの低下をも
たらす、請求項８記載の方法。
　　【請求項１４】　抗体の投与がＩｇＥのＢ細胞上への結合をもたらし、その後でＢ細
胞のクローン集団を排除する、請求項８記載の方法。
　　【請求項１５】　抗体の投与がＩｇＥの血漿への結合をもたらす、請求項８記載の方
法。
　　【請求項１６】　抗体の投与がイヌにおいてＩｇＥ産生の阻害をもたらす、請求項８
記載の方法。
　　【請求項１７】　抗体がさらにＩｇＧ長鎖配列を含む、請求項８記載の方法。
　　【請求項１８】　血清ＩｇＥレベルの低下がＩｇＥとＩｇＥについての受容体との相
互作用を破壊または遮断することにより惹起される、請求項１３記載の方法。
　　【請求項１９】　ＩｇＥについての受容体が肥満細胞上にある、請求項１８記載の方
法。
　　【請求項２０】　ＩｇＥについての受容体が好塩基球上にある、請求項１８記載の方
法。
　　【請求項２１】　イヌのアレルギーを治療するための医薬処方であって、治療上有効
量のイヌおよびマウスの免疫グロブリンを含む抗体を含み、ここに抗体がイヌＩｇＥに特
異的に結合する、医薬処方。
　　【請求項２２】　抗体がモノクローナル抗体を含む、請求項２１記載の医薬処方。
　　【請求項２３】　モノクローナル抗体が、マウスの長および短鎖可変領域に融合した
イヌの不変長および短ドメインを含み、イヌＩｇＥの長鎖不変領域のエキソン３に対して
アフィニティーを有する、請求項２２記載の医薬処方。
　　【請求項２４】　さらに、セイラインまたは他の非経口用溶液、緩衝化剤、安定化剤
、増量剤、酸化防止剤および共溶媒からなる群より選択される１またはそれ以上の成分を
含んでいる、請求項２１記載の医薬処方。
　　【請求項２５】　静脈内投与、皮下投与および筋肉内投与からなる方法のうち１また
はそれ以上の方法による投与に適する形態である、請求項２２記載の医薬処方。
　　【請求項２６】　抗体が遊離イヌＩｇＥおよびＢ細胞に結合したＩｇＥに結合する、
請求項１記載の抗体。
　　【請求項２７】　抗体が遊離イヌＩｇＥおよびＢ細胞に結合したＩｇＥに結合する、
請求項２１記載の医薬処方。
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